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研究要旨 

これまでの糖尿病に関する臨床試験などを検索し、有効な糖尿病性腎症の発症・進展防止法のエビデン

スを収集した。また、日本糖尿病学会・日本糖尿病対策推進会議の活動と本研究における糖尿病性腎症重

症化予防プログラムの連携法を検討した。 

 

 

Ａ.研究目的 

これまでの糖尿病の臨床研究等における腎症 

の発症予防･進展抑制のエビデンスをもとに日本

糖尿病学会や日本糖尿病対策推進会議の活動と 

連動する腎症重症化予防プログラムを構築する。 
 
Ｂ．研究方法 

過去の臨床試験について、文献検索による

腎症の発症･進展予防のエビデンスを収集す

る。また、現在、日本糖尿病学会や日本糖尿

病対策推進会議が展開している糖尿病対策事

業を調査して、それらと腎症重症化予防プロ

グラムとの連携方法を検討する。 
（倫理面への配慮） 

文献的検討等を主体とする研究であり、特に

倫理的に配慮を要する事項はない。 
 
Ｃ．研究結果 

糖尿病性腎症病期分類の根拠となっている

論文、低蛋白食による介入論文、現在進行中

の介入研究、透析予防指導管理の実態などに

より、現在の血糖･血圧管理のターゲット、蛋

白制限の目安を明らかにした。 

 
Ｄ．考察 

最近の研究では、種々の介入によってアル

ブミン尿に関しては、寛解なども多くみられ

るようになってきている反面、eGFRの低下
抑制のエビデンスはまだまだ少ない。また、

高齢者に対する介入方法についても研究が少

ない。 
 

Ｅ．結論 

 現在、日本糖尿病学会や日本腎臓学会。

のガイドラインに沿った病期診断、治療を

行うことで腎症の発症･進展を予防できる

と考えられるが、このためには、日本糖尿

病対策推進会議の活動なども活用した啓発

活動が重要であると考えられた。 
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